令和３年度　国総研講演会に関するアンケート
来年度以降の当講演会運営の参考にさせていただきたく、以下のアンケートにご協力をお願いいたします。以下の設問で該当する番号を（　）にご記入ください。
記入されましたら、Word形式にて、1/14（金）までに「nil-kouenkai2021●mlit.go.jp（●を@にしてください）」までメールでご提出下さい。
Ｑ１．職業、性別、年齢についてお尋ねします。（職業：　　、性別：　　、年齢：　　　）
職　業：　①民間企業（a建設業　　b.ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ　　c.その他）
　　　　　②特殊法人・特殊会社　　　　③財団・社団法人　　　④独立行政法人・国立研究開発法人
　　　　　⑤地方公共団体　　　　　　　⑥大学等教育関係　　　⑦学生
　　　　　⑧国の機関（a.国土交通省　　b.国土交通省以外）　　⑨その他（　　　　　　　　　）
性　別：　①男性　　　②女性
年　齢：　①１０代　　②２０代　　③３０代　　④４０代　　⑤５０代　　⑥６０代以上
Ｑ２．どちらから視聴されましたか？（　　　）
①都内　　②関東（東京都以外）　③北海道　　④東北　　⑤北陸　　⑥中部　　
⑦近畿　　⑧中国　　　⑨四国　　⑩九州　　　⑪沖縄　　⑫その他（　　　　　　　　　　）
Ｑ３．国総研講演会の開催を何（どこ）でお知りになりましたか？（複数回答可）（　　　　　）
①国総研ホームページ　　　　　　　　　　　②社内回覧・掲示　　　③国総研所内掲示
④国総研メールマガジン　　　　　　　　　　⑤国土交通本省掲示　　⑥国土交通省メールマガジン　　
⑦土木学会ＣＰＤプログラム関係（ＨＰ含む）
⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ４．主にどの講演を目当てにご視聴になりましたか？（下記選択肢より、複数回答可）（　　　　　　　　　）
Ｑ５．どの講演を視聴されましたか？（下記選択肢より、複数回答可）　（　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ６．本講演会の中で参考になったものは、どれですか？（下記選択肢より、複数回答可）　（　　　　　　　）
　＜Ｑ４、Ｑ５、Ｑ６選択肢＞
1 下水道における脱炭素に向けた取組(下水道研究部長)

2 ハード・ソフト両面で取り組んできた津波対策に関する研究（河川研究部長）
3 土砂災害防止法の施行から20年～土砂災害対策への取り組み～（土砂災害研究部長）
4 交差点での歩行者交通安全に関する取組み（道路交通研究部長）
5 頼れるつくばの助っ人研究者　－道路災害における道路構造物研究部の活動－（道路構造物研究部長）
6 熊本地震からの創造的復興を目指して－国総研初の現場密着型研究室の軌跡－（熊本地震復旧対策研究室長）
7 建築物の屋根ふき材及び小屋組の強風対策に関する研究動向（建築研究部長）
8 建築分野におけるBIM推進　－「維持管理BIM」の取組みと課題－（住宅研究部長）
9 都市のグリーン化に向けて ～２０５０年カーボンニュートラルの実現に資する都市分野の研究開発の動向～（都市研究部長）
10 沿岸海洋・防災研究部の最近の研究について（沿岸海洋・防災研究部長）
11 港湾分野におけるi-Constructionと研究動向（港湾研究部長）
12 地震後の空港舗装の点検・応急復旧マニュアルについて（空港研究部長）
13 建設生産プロセスにおける3次元／デジタルデータの活用の動向　～生産性向上／働き方改革を目指して～（社会資本マネジメント研究センター長）
Ｑ７．本講演会に出席された目的をお知らせください（複数回答可）（　　　　　）
　　　①今後の業務に活かすため　②国総研の取組みを知るため　③ＣＰＤ取得のため
　　　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ８．本講演の内容の難易度はいかがでしたか？（　　　　　）
①適切であった　　②もっと深い内容がよい　　③もっと易しい内容がよい
④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）
Ｑ９．本講演の所要時間は適切でしたか？（　　　　　）
①適切であった　　②もっと長い方がよい　　　③もっと短い方がよい
④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）　　　　　　　　
 Ｑ10．全体を通じて、本講演の内容はいかがでしたか？（　　　　　）
①大変有意義であった　　　　　　②ある程度有意義であった　　　③普通だった
④あまり有意義でなかった　　　　⑤かなりつまらなく、ためにならない
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　）　　　
Ｑ11．次年度も本講演会を聴講したいと思いますか？（　　　　　）
①聴講したい　　　②講演内容による　　　③聴講したくない（理由：　　　　　　　　　　　　）
Ｑ12．Web配信という講演会の開催方法についてはいかがでしたか？（　　　　　）
①満足であった　　②ある程度満足であった　③普通だった　④やや不満であった　⑤不満であった
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　）　　　
Ｑ13．Ｑ12の回答について理由があればご記入ください。

	


Ｑ14．国土技術政策総合研究所（国総研）に対するイメージ・印象や、国総研に期待すること、特別
　　　講演者として講演を聴いてみたい方や希望する講演テーマについて思いつくことがあればご
　　　記入ください。
	


アンケートは以上です。ご協力頂きありがとうございました。
